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一般質問を行いました。（１２月３日） 

『世代間のバランスが取れ、活気に満ちあふれる豊島区を目指して』 

 

 

こんにちは。いつもお世話になっております。日頃のご支援・ご協力に心より感謝申し上げます。 

１１月２８日にスタートした豊島区議会第四定例会も１２月１２日に全日程を終了しました。そこで今定例

会の審議の様子を皆様にご報告すべく第５号を書きました。ご一読いただければ幸いです。 

一年の最後の定例会ということで、今回は一般質問をしました。後ほど紹介します。今回感じた事は、今の

議会は本来あるべき激しい議論やディスカッションの場ではなく、一種のセレモニーとなってしまっていると

いう事です。大変に危機感を覚えます。以前から思っていたのですが、一般質問をするにしても、最初から原

稿を担当課長に示して答えを用意させておき、本会議の日はお互いに用意した原稿を読み上げるという、正に

茶番のようなことが行われています。もちろん今までその伝統を守ってきたのにはそれなりの理由があっての

事でしょう。しかし議員の資質を高め、かつ緊張感をもって議員活動を行わせるためには、やはりぶっつけ本

番のディベートが基本であると思うのです。対理事者だけでなく、議員同士の熱い議論も必要でしょう。そう

する中で初めて深まった議論がなされ、より良き条例や制度が生まれてくるのだと信じます。他の自治体でも

いろいろと工夫をしているようです。議会条例を制定して、地域における議会報告会や住民との対話を義務付

けている自治体もあります。議員が本当に議員らしく活動し、住民に信頼してもらい、正しく区民の代表だと

言って頂けるように、私自身も精進努力し、更なる議会改革を全力で進めて参ります。 

今年も大変お世話になりました。来年が皆様にとって幸多き年となります事を心からご祈念申し上げます。 

平成２０年 １２月１３日 

豊島区議会議員  古坊 知生 

ふるぼう知生の 
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【一般質問の要旨】 

１． 尐子化対策について 
 問：豊島区の合計特殊出生率はどれくらいで、国と東京都と比較してどのようになって

いるか。また、その状況をどのように分析しているか。 

答：豊島区の出生率は 0.82、全国では 1.34、東京都では 1.05 となっており、極めて

低い結果となっている。急激な尐子化が家族意識やライフスタイルにも変化をも

たらしており、大きな課題を孕む問題だと認識している。 

 

 問：国の予算の削減、特に社会保障費の削減が多くの社会問題へと波及している。尐子

化対策をし、若者人口が増えれば時間がかかっても、社会保障問題は解決へと確実

に進んでいく。その認識をもち、区としてどのような姿勢で臨むか。 

答：既存の社会的制度の設計変更や区のあらゆる分野に大きな変化をもたらしており、

国や都に積極的な提言を行いながら、考えうる政策を果敢に実行したい。 

 

 問：福井市では全国で先駆けてこの問題に取り組み、全庁挙げて取り組み政策に反映し

ている。豊島区も尐子化対策における検討会議を立ち上げるべきではないか。 

答：議員の提案を受け、「豊島区子どもプラン」の後期計画の改定に合わせ、現状の分析、

課題の整理、対応策を考えていく。「子ども志向」の健全な豊島区を創るために全庁

的で発展的な取り組みを検討する。 

 

２． 公教育の再生について 
問：近年、公立学校と私立学校の教育の格差ということが言われ始め「教育の機会均等」

という教育基本法の理念が崩れてきている。ゆとり教育の弊害により公立学校の子

どもたちの学力の低下が著しい。公立学校の学力の充実こそが、公教育再生のカギ

となるが、どのように考えるか。 

答：今回の学習指導要領はこれまで以上に学力の維持向上を図るよう内容や時数が充実

されている。教師と子どもが真正面から向き合って、初めて教育が成り立つ。教師

が自信を持って公立学校の教育を充実させることが真の教育改革と考える。 

 

問：品川区では、区独自のカリキュラムや学習指導要領を作り、教育改革を実践してい

る。財政力が違うから同じようにやれとは言わないが、良いところは積極的に取り

入れていくべきだ。 

答：本区も小 1 からの英語活動や国語力向上キットなど特色あるカリキュラムを既に行

っている。教師の力が教育改革の原動力である。校長を中心に教師力の向上に努め、

地域から信頼される学校づくりにより一層取り組んで参りたい。 

（全文は HP に掲載しています。） 
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古ちゃん’ｓ チェック 

Ḹף 

【区長提出議案】 

ɵ 66 ֵ ѩ ǵ ᴣǮ ₡ҽǵȉǵǵḸ ֗Ǻ ╓Ϭǲ ǠȒ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 67 ֵ ῬӢ ὄЋ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 68 ֵ ῬӢ᷂ḢӢ ǹȔǷ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 69 ֵ ῬӢᶮ β∆ͪβ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 70 ֵ ῬӢ Ӣ ̝Ὑ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 71 ֵ ῬӢ Ⱳ ὡ ȹɱȽɶ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 72 ֵ ῬӢ ὡ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 73 ֵ ⁸ ρỖᴣ̝ǿ̂  

ɵ 74 ֵ ῬӢ ἧǰȉȷȫɁɕ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 75 ֵ ῬӢ ἶ ȭɧɔ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 76 ֵ ῬӢ ͪ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 77 ֵ ˘ʞ ̮ὁ ›˗ Ấ ǲǫǋǭŁ  

ɵ 78 ֵ Ῥ̱ ▌֗Ǻ ʹ›˗ Ấ ǵʝ ǵẀ ǲǫǋǭŁ  

ɵ 79 ֵ ̂ǔ ʦǲǫǋǭŁ  

ɵ 80 ֵ ₳ 20 ₴↓ʝ ̝ ˔ 3 ֵ Ł  

ɵ 81 ֵ ᴣǵ ʦǲ ǠȒ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 82 ֵ ℗ ᶸ ᴣǵ ʦǲ ǠȒ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 83 ֵ ᴣǵ ►ǲ ǠȒ ͈ǵʝ ș ǠȒ ͈Ł  

ɵ 84 ֵ ῬӢ Ỗᴣ̝Ỗᴣǵ̑ᴁǲǫǋǭŁ  

【議員提出議案】 

ɵ 22 ֵ ᶭὑ ɵ ⁸ ǵ Ʋ ֗Ǻ Ё ǵ ș ȈȒ Ł  

ɵ 23 ֵ ⁸ǲǑǘȒ ȦɋɩȬɶƲ ѫ ȦɋɩȬɶǵᾚЊ ▌ӓș ȈȒ Ł  

ɵ 24 ֵ Ẏ ֝ ǵ ș ȈȒ Ł  

ɵ 25 ֵ ק ӣ ̱ѰǵϹὕș ȈȒ Ł  

ɵ 26 ֵ ק ᷂Ḣǵ ⁸П ל ρ᷂Ḣǵ ὑș ȈȒ Ł  

【陳情・請願】 

ɵ20 36 ֵ Ӣ ͪ ᶸǵǜȐǱȒ ᵣӓǵʴ ș ȈȒ Łʥ  

ɵ20 37 ֵ Ǟǋǵὕͪ ᶸƼẋ ἶḫͪ ƽ˗ ֯ǲǫǋǭǵ Ł ᾃ  

ɵ20 38 ֵ Ʋ ῬӢ Ỗᴣ̝ǵǉȑǒǦǲǫǋǭǵ Łʥ  

ɵ20 39 ֵ ῬӢᶫ Ѱ↓ǲǫǋǭǵ Łʥ  

ɵ20 29 ֵẆ 43 ̏Ł ᾃ  

 

 

ῬӢǵ ǯǞǭᶤ₴ Ǜ Ǟǭ ȐȓǦ ʝǜȚǓ

̑ ˓ǲ̢ǋƲ ̑ǠȒǚǯǲǱȑȅǞǦƳӳ ᾛἶ ȋ ᾛ

ἶ ǵ׀ ǯǞǭ ș ǞƲ ǲ ǜȓƲ ǵ

ϼ ș ǪǭǚȐȓȅǞǦƳ ►ǲǑ ȓ ǮǞǦƳ♥̑ǲǶ̊ѼƲ

ῬӢ Ỗᴣ̝˗ҵᾯǮ ᾚὙ șǞǭǑȐȓǦʢ ʝѸǜȚǓ

̑ǜȓȅǞǦƳ ǱȒ ǵ ǯǞǭ ♅ǞǭǑȑȅǠƳ 
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古ちゃん’ｓ チェック 

⁸ ρỖᴣ̝ Ҳ 

 

  １２月５日：[委員会開始前]     

 

 

 

 ˹ᶥǵ ⁸ ρỖᴣ̝ǮǶ Ǟǖᾃ ǠȒ ǓᾜǱǖƲ ἧǳǘǞȅǞǦƳǞǒǞḸף˗

ǓῇȂǰǉȑƲ ǯǞǭ 2 ș ȋǠǚǯǲǱȑȅǞǦƳ ǵ ֥ Ѽⅎḹǵ ʹ˗ ȋ

ק ǵ ρ˗ ǲǫǋǭƲǤǞǭ᷂ϷǵẎṇ ק ǵ ḹǵ ρȋ

ӢḢǵ ὑƲǉȒǋǶẎṇ ӳ֥ Ѽⅎḹǯ᷂ʤ ḹǵ ǲǫǋǭ ǓǉȑƲ᷂ϷǵǛ

ș̈ Ǟǭ ǞǭǑǔȅǞǦƳ ⁸ ˕ǲ֝ȑ ǜȓǱǋȏǍǲ ȉ ɅɁȫ

Ǔ ǱȉǵǯǱǪǭǔǭǋȅǠǞƲǤǵ ȆǵʴǮẎṇ ק ȉẎǔǖ ǮǔȒ ș Ǐ

ǭǋȅǠƳǚǵӧ ʝ ǵȿɡɱȷș ǒǞǭǋǔǦǋǯדǪǭǋȅǠƳ 

【活動のワンシーン】 

 

【公園緑地課へ陳情書提出】  【平成 21 年度予算要望書の提出】 【放置自転車クリーンキャンペー

ン】 

  

Ħ ᷂ḢǵṶșӢ ǲᾴǘƲ ǲ֚ ǜǢȒǚǯǶȉǨȔȚǵǚǯƲ ȐǓҲǋǭВǲ ș Ǟ

ǭǋǔǦǋǯדǪǭǋȅǠƳ ǜȚǵ ǲᾍǠȒ ǔ ǋș ƲǼȒȃǍǲǑὫǢǖǧǜǋƳ 

【審査した議案・陳情】 

・第７３号議案：豊島区営住宅条例の一部

を改正する条例→可決 

・20 陳情第 29 号：廃プラ焼却による温室

効果ガス発生の真偽を求める陳情 

→継続審査 

 

発行：刷新の会 TEL：３９８１－１２７６ http: //furubou.com   E-mail:sassinnokai@a.toshima.ne.jp    
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